
昭和56年広

7月号
No.304 
h'手寸ー

市民のうごき
5月末現在(前月との比較)

人口 39，291人 (+36人)

男 18，767人 (+26人)

女 20，524人 (+10人)

世帯 12，002世帯(+43世帯)

面積 240.93平方キロメートル

昭和田年 7月1日発行

の一つに数えられるようになりました。

当初は遊覧舟三隻で行っていましたが、現

在はう舟三隻と遊覧船60隻で日本三大うかい

昨年は、冷夏・長雨で予想外の不振に終っ

たので、三十五年目にあたる今年こそ、たく

さんのお客さんに喜んでもらおうと「おはな

はん」など八羽のうと関係者ははりきってい

ます。

今月の納税
惨固定資産税(第二期)

納期は7月31日
惨国民健康保険税(第一期)



わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

H

コ
ミ
ω

の
旦
一
旦
は
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
の
多
様
化
、
大
型
化
な
ど
処
理
に
困
る

も
の
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
く
特
に
七
、
八
、
九
月
の
夏
場
は
、
水
分

を
多
量
に
含
ん
だ
燃
え
に
く
い
ゴ
ミ
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

態
を
解
決
す
る
に
は
、
市
民
の
自
覚
、
特
に
家
庭
で
コ
ミ
の
処
理
を
す
る

主
婦
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

今
月
は
、
大
洲
市
の
ゴ
ミ
の
実
態
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

おおず (2) 広報大洲市民憲章

得々増え錦町8ゴミ
処理{こ困っています

昭
和
五
十
五
年
度
の
ゴ
ミ
量
は
、
可
燃
物

(
も
え
る
ゴ
ミ
)
、
不
燃
物
(
燃
え
な
い
ゴ
ミ
)

を
合
せ
て
年
間
九
千
百
十
六
ト
ン
に
も
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
処
理
す

る
の
に
、
四
千
八
百
三
十
九
万
円
の
費
用
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
が
近
代
化
し
、
食
生
活
が

多
様
化
し
て
き
ま
す
と
、
そ
れ
に
伴
い
ゴ
ミ

の
種
類
も
増
え
、
量
も
増
加
し
て
き
ま
す
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、
毎
年
七

1
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
割
合
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

不
燃
物
の
処
理
は
、
長
谷
地
区
の
不
燃
物

埋
立
処
理
場
で
行
い
、
可
燃
物
は
大
竹
地
区

の
じ
ん
芥
焼
却
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

五
十
五
年
度
、
焼
却
場
で
は
、
七
千
七
十
七

ト
ン
を
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。
稼
動
日
数

が
三
百
十
日
で
す
の
で
、
毎
日
二
十
一
一
・
八

ト
ン
の
ゴ
ミ
を
焼
却
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
施
設
の
処
理
能
力
は
、
日
量
二
十
ト

ン
で
す
の
で
、
そ
れ
を
上
回
る
処
理
を
毎
日

行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

焼
却
場
の
処
理
能
力
を
大
き
く
す
る
ご
と

も
必
要
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
わ
た
し
た
ち

の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
減

量
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

昭和53~55年度の
ゴミ処理量と処理費用

9.116t 

単位X1，000

10 

多量のゴミ処理に係員は汗だく

ま
ず
最
初
に
選
別
を

ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
汚
い
も
の
、
臭
い
も
の

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
す
ぐ
浮
か
び
ま
す
が
、

全
部
が
全
部
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ

の
中
身
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
ー
ー
ー
ー
一
般

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
約
半
分
は
台
所
な
ど

の
生
ゴ
ミ
で
す
が
、
残
り
の
半
分
は
、
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
新
聞
紙
主
同
雑
誌
な

ど
の
紙
類
、
空
き
か
ん
類
、
び
ん
類
な
ど
で

す
。
紙
類
は
、
ま
と
め
て
わ
い
て
古
紙
回
収

業
者
な
ど
へ
、
ビ
ン
類
も
特
定
の
も
の
を
の

ぞ
け
ば
小
売
差
茅
引
き
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
家

具
な
ど
の
大
型
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
修
理
を
す
る
だ
け
で
充
分
使
用
で
き
る

も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
、
ま
だ
ま
だ
使
用
で
き
る
も
の
を
ゴ

ミ
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
の
は
、
資
源
の

ム
ダ
遣
い
で
す
。
ま
ず
最
初
に
、
ゴ
ミ
汗
あ

る
か
ど
う
か
の
選
別
を
確
実
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

次
に
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
分
類
を

燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
、
処

理
す
る
場
所
も
方
法
も
ち
が
い
ま
す
の
で
、

必
ず
分
類
し
て
指
定
の
日
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ピ
ン
類
、
空
き
か
ん
、
プ
ラ

ス
チ
y
ク
な
ど
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
、
ま
だ

一
割
か
ら
二
割
も
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
栓
を
し
た
ま
ま
の
ピ
ン
、
ス
プ
レ

ー
な
ど
を
そ
の
ま
ま
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
混

ぜ
て
出
す
と
一
焼
却
中
に
炉
の
中
で
爆
発
し

危
険
で
す
の
で
、
ビ
ン
類
は
栓
を
は
ず
し
、

ス
プ
レ
ー
は
穴
を
あ
け
て
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
場
に
は

特
に
い
ま
一
度
水
切
り
を

夏
場
の
ゴ
ミ
は
、
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

水
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ
カ
や
メ
ロ

ン
の
く
だ
も
の
の
皮
や
残
飯
類
が
十
分
な
水

切
り
を
さ
れ
な
い
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
夏
の
暑
さ
の
た
め
腐
敗

し
異
様
な
臭
気
を
出
し
、
ゴ
ミ
収
集
場
や
道

路
に
ま
で
も
臭
気
が
残
り
ま
す
。



おおず

ま
た
、
焼
却
場
で
も
水
分
が
多
過
ぎ
る
た

め
に
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
で
火
を
つ
け
悪
戦
苦

闘
し
て
水
分
の
多
い
ゴ
ミ
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
の
焼
却
に
は
重
油
を
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
夏
場
で
年
間
使
用
量
の
半
分
近
く

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
主
婦
の
ほ
ん
の
少
し
の
努
力
で
、

内
ゴ
ミ
の
水
切
り
U

が
で
き
ま
す
0

0
ス
イ
カ
な
ど
く
だ
も
の
の
皮
は
、
半
日
で

も
陰
干
し
を
す
る
と
、
か
な
り
の
水
分
が
と

れ
ま
す
。

0
自
の
ご
ま
か
い
網
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
利

用
し
て
、
台
所
の
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

。
ψ
0
0
0伊
ゆ
ψ
ゆ
ゅ
の
ppam

O
水
と
一
緒
に
出
る
茶
ガ
ラ
、
み
そ
汁
の
カ

ス
な
ど
は
、
水
切
り
容
器
に
二

1
三
時
聞
入

れ
て
い
る
だ
け
で
か
な
り
ち
が
い
ま
す
。

O
生
ゴ
ミ
は
大
半
が
土
に
帰
り
ま
す
。
可
能

な
か
た
は
、
畑
の
片
隅
や
庭
の
片
隅
に
{
八
を

堀
り
埋
め
る
だ
け
で
土
に
帰
り
ま
す
。

広報

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
九
コ
ミ
袋
は
、
す
ぐ
に
破
れ
な
い
も
の
を
使

用
し
て
、
口
を
し
っ
か
り
と
結
ん
で
く
だ
さ

ミ
O
、しV

uqvNEX弘
xvψ
の
ゅ
の
伊
⑥
伊
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
併
の
勿
ゆ
伊
句
"
。
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
ψ
ゆ
ψ
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
附
d
hゆ
ψ
の
伊
ゆ
ゅ
の
伊
ゆ
0
0伊
砂
ψ
ゆ
伊
的

ω的
ゐ
品
ゐ
ゆ
ψ
0
0
0伊
ゆ
ψ
の
ψ
。
"
的

ωゆ
句
。

ωゆ
P
O
O砂
ψ
ゅ
。
ゆ
伊
句
"
d
h噌
伊
ゆ
0
0
0
0勿
ゆ
籾
ゆ
ゅ
の
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
伽
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
の
伊
ゆ

ω

ト
ル
に
点
在
す
る
地
域
で
す
。
今
ま
で
は
、
運
動
公
園
の
H

水
泳
ブ
l
ル
H

井
戸
水
や
湧
水
な
ど
の
自
家
用
水
を
使
用
し

ワ
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン

で
い
ま
し
た
の
で
、
夏
場
や
秋
口
に
渇
水
の

心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
の
完
成

に
よ
り
そ
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

水
源
は
、
肱
川
治
い
の
平
地
に
置
き
、
二

台
の
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
日
量
八
十
六
立
方
メ

ー
ト
ル
の
取
水
が
可
能
で
す
。
六
ケ
所
の
配

水
池
よ
り
給
水
し
、
水
道
管
の
総
延
長
は
、

一
万
三
千
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
広
範
囲
な

施
謹
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
杖
ノ
瀬
、
坊
屋
敷
、
鳥
首

成
能
木
村
、
志
茂
、
譲
葉
、
二
本
松
の
百
十

七
世
帯
、
四
百
七
十
六
の
人
が
渇
水
の
心
配

も
な
く
、
安
心
し
て
飲
料
水
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
能
地
区
へ
給
水
始
ま
る

郷土を愛し、明るい市づくりにつとめる。

森
山
簡
易
水
道
拡
張
工
事
が
完
成

(3) 

完成した鳥首配水施設

昭
和
五
十
五
年
度
事

業
と
し
て
工
事
を
急
い

で
い
ま
し
た
森
山
簡
易

水
道
拡
張
工
事
(
成
能

地
区
)
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
五
月
よ
り
給
水

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
園
、

県
の
補
助
金
お
よ
び
国

民
年
金
資
金
の
融
資
を

受
け
て
、
総
事
業
費
一

億
九
百
二
十
一
万
円
で

成
能
地
区
へ
の
給
水
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。

成
能
地
区
は
、
標
高

百
二
十
か
ら
二
百
メ

i

⑦
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
一
緒
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
悪
臭
防
止
の
た
め
に
、
水
切
り
を
し
っ
か

り

と

し

て

出

し

て

く

だ

さ

い

。

ー

④
危
険
性
の
あ
る
も
の
、
例
え
ば
ス
プ
レ
ー
貨

な
ど
の
空
き
カ
ン
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
収

入
れ
な
い
よ
う
に
し
で
く
だ
さ
い
。
の

⑤
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
司

前
日
に
出
さ
れ
る
と
、
雨
に
ぬ
れ
た
り
、
野
に'
L
 

犬
に
食
い
荒
さ
れ
近
所
の
か
た
が
迷
惑
し
ま
な

す

。

え

ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、
市
保
も

険
衛
生
課
衛
生
係
ま
で
。

告
④
2
1
1
1
内
線
2
2
8

水
も
限
り
あ
る

資
源
で
す

大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う

収集日 地 区 名

第 1土曜日 肱南(下記以外の地区)、平野、南久米、大川

第 2土曜日
肱北Ci度場、殿町、常磐町)、松ケ花、
徳森、新谷、菅田、柳沢

第 3土曜日 肱北(上記及び下記以外の地区)

第4土曜日 肱北(田口、市木、五郎駅前)、八多喜、春賀

第 2金曜日 肱南(柏木、亀山)

第 3金曜日 肱北(肱川区)

第4金曜日 上須戒

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
運
動
公
園
に
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
建
設

を
進
め
て
い
る
各
種
プ
l
ル
の
内
中
心
に
な

る
か
五
十
メ
ー
ト
ル
プ

l
ル
μ

が
七
月
下
旬

に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

こ
の
水
泳
プ
i
ル
は
公
園
入
口
の
左
側
の

約
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
造
成
し
、

昨
年
の
八
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
は
、

ア
ル
ミ
張
り
で
五
十
メ
ー
ト
ル
コ
1

ス
八
コ

ー
ス
で
す
。
レ
ジ
ャ
ー
用
プ
I
ル
な
の
で
公

認
コ

1
ス
に
は
せ
ず
、
観
覧
席
や
管
理
棟
も

併
設
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
幼
児
用
0

ア
ー
ル

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル
、
流
水
プ

l
ル
や
付
属

設
備
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
施
設
と
合
せ
運
動
公
園
は
、
H

ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
H

に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
、
き
れ
い

な
大
洲
の
実
現
の
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
か
郷
土
美
化
運
動
H

を
今
年
も
七
月
十
九

日
午
前
七
時
か
ら
、
全
市
い
っ
せ
い
に
実
施

し
ま
す
。
こ
の
運
動
も
今
年
で
八
回
目
を
迎
え
、
年

ご
と
に
住
民
の
自
主
的
活
動
と
し
て
定
着
し

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
美
化

は
、
自
分
た
ち
自
身
の
手
で
と
い
う
意
識
が

芽
ば
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
さ
と
わ
お
ず
の
美
化
の
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
険
衛
生
課
に

含
④
2
1
1
1
内
線
2
2
8

7
月
四
日
午
前
7
時
1
1
時

雨
天
の
場
合
は
後
日
実
施

O
肱
川
の
本
流
お
よ
び
支
流
c

O
市
道
、
県
道
、
国
道
、
街
お

よ
び
公
園
。

O
河
川
、
道
路
、
街
、
公
園
の

清
掃
、
草
刈
り
、
ゴ
ミ
の
収

集
除
去
。

O
下
水
溝
の
清
掃

水と緑のまちおおず

をきれいに

ワ月19日に

郷
土
美
化
運
動

日

時

実
施
区
域

作
業
内
容

郷土美化運動



大
怒鳴
題
ト

ネ
ん
が
器
開
題

事
業
所
続

7
員

i
器
科

…
所
州
統
計
調
査
」
が
七
月

一
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

一
こ
の
霊
は
、
昭
和
一

一
ト
し
、
以
後
三
年
こ
と
-

一
の
で
、
わ
が
国
の
警

い
事
業
所
の
ん
池
内
怒
号
、
全
国
な
ら
び
に
地
域
別

…
に
削
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
日
的
で
す
。
調
笈

…
長
言
、
圏
、
都
道
府
県
、
寄
哲
行

…
政
や
経
済
施
策
を
は
じ
め
、
民
間
で
は
議
桑

…
計
一
測
を
立
て
る
擦
の
碁
礎
資
料
と
し
て
利
用

一
念
れ
ま
す
G

一
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
室
、
工
場

…
廃
車
に
し
た
ら

…

す

ぐ

手

続

き

を

…

軽

患

動

車

税

係

よ

り

…
軽
自
動
感
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
い
た

…
し
ま
す
と
、
ご
い
の
患
は
、
府
間
口
問
と
し
て
処
分

一
し
た
の
で
も
う
お
り
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
る

一
か
た
が
あ
り
ま
ナ
。

一
し
か
し
、
軽
扇
動
車
税
の
w
腐
議
u
と
は
、

…
配
配
配
引
|
|

一

忘

h

い
て
い
ま
せ
ん
か

一
回
、
五
二
ハ
、
月
分
の
国
民
委
譲
料

引
は
、
も
う
納
め
ま
し
た
か
。
保
険
料
会
約
め

一
忘
れ
ま
す
と
、
万
一
、
事
故
が
ゐ
っ
た
と
き

…
脇
陣
響
年
金
や
市

い
ば
か
り
か
、

婁
輩
、
ご
協
力
を

点
制
底
、
病
段
、
学
校
の
ほ
か
、
骨
盤

鉄
、
私
鉄
の
駅
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
や
衿
柱
、

h
U
4
ず
に
い
た
る
ま
で
、
農
林
漁
業
を
除
く
会

完
成
品
五
十
八
年
春
!

極
道
…
九
七
号
線
パ
イ
パ

を
進
め
ら
れ
て
い
る
火
洲
同
バ
イ
パ
ス
の
H

て
の
準
品
誠
一
所
を
訪
問

依
頼
し
、
七
月
中
旬

ま
併
し
は
回
収
し
ま
ナ
の
で
ご
協
力
を
お
級
い

3
V

ま
す
。
な
た
、
制
査
内
容
は
、
統
計
作
成
の
た
め

に
だ
け
使
用
し
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
め
り
の
ま
ま
会
記

診
し
V

バ
イ
パ

機
り
品
市
街
地
の
交
通
機
滞
が
終
消
さ

れ
ゆ
や
も
の
と
前
期
待
合
れ
で
い
ま
す
。

mu
寄
2
1
1
1
内
線
2
0
8

標

識

パ

を

返

納

し

て

い

た

だ

い

て
は
じ
め
て
処
理
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
使
用
が
で
き
な
く
と
也
、
標
識
を
返
し

で
い
た
だ
か
な
い
と
税
金
が
紙
繍
僻
さ
れ
る
ご

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
慾
く
だ
会
い
。

な
お
、
標
識
が
な
く
護
率
に
で
き
な
い
か

た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
山
視
総
諜
軽
自
動
車

税
係
宏
明
、
ご
漆
絡
く
だ
さ
い
。

含
(
ゆ
2
1
1
1
内
線
2
1
4

lこJコける

政
北
地
…
以
一
日
矢
野
共
子
(
窃
2
S
告

2
)

間
川
崎
エ
ミ
デ
(
窃
3
1
2
4
)

田
丸
愉

子
(
小
W
5
8
3
1
)

滅
ノ
戸
恵
子

(
@
4

2
7
5
)

吉
岡
悦
子

(
9
5
0
7
7
)

平
野
地
区
日
近
藤
ひ
ろ
み
〈
会
3
4
1
4
)

(
@
4
7
2
7
)
 

世
間
口

資
者
の
笈
見
や
情
報
を
吸
収
?ν

、
行
政
や
業

界
に
反
映
冬
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
ー
は
二
十
名
で
、
任
期
は
一
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
焚
生
汚
に
関
し
て
意

闘
え
や
務
情
が
お
り
ま
す
と
き
は
、
各
地
区
の

ず
さ
一
タ
i
ま
た
は
市
立
問
工
観
光
諜
(
怨
必

7

2
1
1
1内
線
2
2
5
)
ヘ
ご
連
絡
く
だ
も
お

委
縮
し
た
各
地
区
の
消
稜
生
活
ず
で
一
一
タ
-ee--

は
、
次
の
か
た
が
た
で
ナ
。
(
〉
内
は
鴛
話

番
号
明
、
す
。

舷
南
地
区
?
新
田
雅
子
(
密
5
4
6
5
)
隠

尾、
ψ

り
ど
り
一
盛
4

(
小
宮

3
5
2
0
)

忽
那
博
子

菅
沼
地
区
行
社
内
野

大
川
地
収
υ
H
小
山
サ
}
ツ
ナ

柳
沢
地
反
日
中
鳴
千
怒
チ

新
谷
地
反
…
1
一
一
宮
町
有
子
(
勢
。
5
0
1
)

一
一
一
務
地
再
昨
日
答
永
議
代
子
(
昏
1
2
5
7
)

八
多
喜
地
区
立
上
田
芳
初
出

(
φ
0
8
2
9
)

(寄
1
1
9
0
)

をつくり、

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
約
め
忘
れ
が
あ

る
と
き
は
、
一
一
年
前
ま
で
の
分
で
あ
れ
ば
松

山
社
会
保
綾
事
務
所
に
納
め
る
こ
と
が
明
、
き

ま
す
。
乞
う
一
需
品
競
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
大
潟
市
開
炭
素
議
に

鱗
下
火
、
ぃ
。

会
$
2
1
1
1内
線
2
0
5

昭
和
五
十
六
年
度
の
「
火
洲
市
消
俊
生
活

モ
ニ
タ
ー
い
の
委
嘱
式
が
、
五
月
九
日
に
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
#
仇
し
た
。

ニ
タ
ー
は
、
市
民
の
消
費
伎

松
弁
病
予
(
号
4
7
2

こ
れ
か
ら
一
年
間
よ
ろ
し
く
わ
燦
い
い
だ

成
子



おおず

「
大
洲
市
碑
録
」
、
が
完
成

先
覚
書
の
足
跡
を
調
査
収
録

艦
購
を
進
め
て
い
ま
し
た
「
大
洲
一

m稼
替

が

こ
の
ほ
ど
判
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

碑
録
は
、

B
5版
百
八
十
三
ベ

.
ジ
で
、
千
五
百
部
発
行
。
郷
土

」
に
ゆ
か
り
の
深
い
免
党
議
の
う
ち
、

露
大
正
中
本
殿
、
哀
悼
、
に
亡
く
な
っ
た
百

晴
八
十
人
の
墓
、
配
本
轟
一
な
ど
を
織

j
査
し
そ
の
謙
一
文
、
あ
わ
せ
て
絡
伝

ト
，
な
ど
を
収
録
し
で
い
ま
す
。
調
査

た
は
、
大
洲
市
文
化
財
保
護
策
議
会

し

委

員

用

昭

和

五

十

匹

・

成
五
年
出

由
一
ん
し
た
。

と鐸土を築く

;理

主再
九大

生
き
て
い
る
差
別
と

No.34 

解
放
へ
の
麗
望

我
々
に
は
知
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
い
る

新
し
い
シ
リ
i
ズ
の
は
じ
め
に

「
部
落
差
別
は
、

と
か
「
差
別
は
な
い
の
に
、
い
ま
が
ら
田
川
和

教
育
会
し
な
く
て
も
:
i
z
-
-」
と
い
っ
た
声

今
月
よ
り
の
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
ヤ
、

し
て
私
た
ち
の
関
辺
に
ふ
符
夜
し
て
い
る
差
別

生産;こ励

え
と
し
て
詳
し
で
い
る
こ
と
は
な
い
ヤ
あ
ろ

う
か
つ
な
ど
、
同
和
問
題
の
実
襲
安
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つず
z¥

殺
々
の
心
の
ゆ
に
眠
う
て
い
る
差
別
窓
識
を

浮
き
ぼ
り
に
し
な
が
ら
、

(5) 

は
、
絶
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の
時
、
ゆ
で
の

揚
で
死
す
ご
み
口
れ
た
り
隠
さ
れ
た
り
し
て
、

樵
の
森
喬
八
尾
・
鰐
蔵
、
中
村
・
若
宮
、
出

口
・
市
不
・
徳
森
・
五
郎
、
平
野
、
衛
久
米

管
倍
、
大
剤
、
櫛
沢
、
新
谷
、
一
一
一
盤
問
、
八
多

響
、
よ
活
援
の
十
五
地
区
に
分
ふ
り
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
ゆ
か
り
の
人
々
の
務
碑

な
ど
や
可
写
楽
従
議
期
を
付
し
て
、
所
在
地

が
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す

郷
土
史
の
愛
重
な
資
料
と
し
て
、
ま
た
大

洲
市
の
先
人
た
ち
を
知
る
の
け
い
欠
く
こ
と
の

で
き
を
い
も
の

第
け
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
ま
で
お
簿
お
く
だ
さ
い
む

告
や
2
1
1
1
内
線
2
6
0口

こ
と
と
?
)

て
差
別
加
を
生
み
出
す
社
会
の
税
実
会
開
見
す
え

た
と
き
、
は
じ
め
て
解
決
の
す
い
レ
道
が
開
け

て
く
る
と
思
い
ま
す
Q

「
部
州
格
差
別
が
存
姦
し
て
い
る
怒
り
‘
真

達
。
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。

寸
鋒
審
者
と
と
も
に
④

「
i
i
身
体
障
害
者
へ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

耳
の
不
関
山
凶
な
人
と

か
け
る
の
を
や
め
て
し

で
す
。
し
か
し
、
森
の
不
駒
山
田
な
人
に
は
、

専
の
不
出
附
出
な
人
と
の
守
ミ
ユ

一一ケ

j
ン
ヨ
ン
の
第
一
歩
ー
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
口
一
刈
が
結
予
に
よ

く
自
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

そ
し
て
、
思
い
や
れ
り
の
あ
る
滋
…
葉
遣
い
と
と

も
に
、
で
品
川
仰
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
表
現
を

熊
い
ま
し
ょ
う
。

次
め
よ
う
な
&
も
の
が

あ
り
ま
ナ
。

〈
口
語
ゃ
い
う
わ
)
〉

ロ
の
動
き
を
読
み
と
る
も
の
?
す
が
、
紙

面
か
ら
、
口
を
や
や
大
議
く
同
開
い
て
、
は
っ

怒
り
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
た
ば
こ
い
「
た
ま
ザ
ど
な
ど
、
ま

ぜ
ら
わ
し
い
口
の
動
議
い
を
す
る
雪
葉
は
、
ゼ

ス
チ
ャ
i
を
交
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
手
紙
甲

子
ま
ね
や
身
ぶ
り
に
よ
る
ち
の
で
す
が
、

話
し
合
い
が
人
間
間
関
係
を
深
め
る
大
き
な
要

警
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
機
ん

Z目見

つ
け
マ
手
話
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
た
い
る

の
で
す
ね
。
〈
筆
記
〉
い
わ
ゆ
る
筆
談
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
文
叢
を
用

い
ま
し
ょ
う
。
多
少
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
一
応
縫
で
す
。

〈

〉

〈

〉

耳
の
不
良
闘
な
人
た
ち
ば
、
そ

う
?
な
い
人
に
比
べ
て
、
生
活
ょ

の
不
僚
が
多
い
ご
と
は
い
ま
え
」
ら

話し合いの方法
た
り
、
近
く
で
火
災
が
起
き
て
も
消
防
牽
の

サ
イ
レ
ン
や
人
声
が
き
こ
え
な
い
た
め
に
、

金
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
り
:

こ
の
よ
う
な
、
不
便
で
時
に
は
危
険
合
伴

う
宇
治
の
中
や
¥
回
党
ま
し
時
計
の
代
わ
り

に
扇
風
機
会
開
聞
い
、
タ
イ
ム
・
ス
イ
ッ
チ
に

迷
動
会
社
」
風
で
起
床
時
間
愛
知
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
で
い
ま
す
。

近
く
に
慌
む
わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん
か
ら

親
し
く
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
品

使
、
解
消
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
や



おおず (6) 広報

ワ月ワ日は七夕

大

洲

学

園

着
実
に
歩
み
加
年

十
年
の
聞
に
百
六
十
五
名
が
卒
園
し
、
う
ち

五
十
七
名
は
就
職
し
て
社
会
人
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
五
十
一
人
の
児
童

生
徒
が
親
元
を
雛
れ
て
寮
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
学
習
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

午
前
十
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に

は
、
近
田
市
長
、
小
泉
議
長
、
園
児
、
父
兄

な
ど
関
係
者
百
八
十
名
が
集
ま
り
、
成
人
を

迎
え
た
堂
薗
の
歴
史
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
年
間
嘱
託
医
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の

健
康
管
理
に
尽
さ
れ
た
大
洲
静
心
薗
の
篠
崎

憲
次
院
長
と
、
学
園
開
設
以
来
、
毎
月
欠
か

さ
ず
児
童
・
生
徒
の
散
髪
奉
仕
を
続
け
た
谷

淵
ミ
ヤ
子
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
親
子
が
参
加
し
て
大
洲
学

園
グ
ラ
ン
ド
で
「
開
園
二
十
周
年
小
運
動
会
」

が
行
わ
れ
、
か
け
っ
こ
、
障
害
走
、
開
園
記

念
リ
レ
l
、
親
子
リ
レ
ー
な
ど
リ
ハ
ビ
リ
テ

J
ン
ヨ
ン
を
兼
ね
た
ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

雇宗;表;
秀が? ? 
き;彰 j

ど
も
郵
便
局

喜
多
小
学
校
子
供
貯
金
組
合
は
、
五
十
五

年
中
の
活
動
が
優
れ
て
い
る
と
、
郵
政
省
貯

金
局
長
表
彰
を
受
け
、
五
月
二
十
五
日
、
大

洲
郵
便
局
長
が
同
校
を
訪
れ
て
、
賞
状
、

記
念
品
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
郵
便
局
は
、
児
童
生
徒
の
貯
蓄
実

践
活
動
と
し
て
昭
和
二
十
三
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
喜
多
小
で
は
、
昭
和
二
十

六
年
九
月
に
発
足
し
、
約
三
十
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

大
洲
市
立
大
洲
学
園
の
関
関
二

十
周
年
の
式
典
が
五
月
十
九
日
に

大

洲

学

園

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

国

勢

調

査

に

功

績

典

昭

和

三

十

六

年

五

月

に

開

園

し

中

村

の

佐

々

山

和

子

さ

ん

ら

式

た

大

洲

学

園

は

、

五

歳

か

ら

十

八

国

勢

調

査

の

指

導

・

調

査

に

功

績

が

あ

っ

百

歳

ま

で

の

精

神

薄

弱

児

の

教

育

施

た

と

し

て

、

大

洲

市

に

お

い

て

三

名

の

か

た

口

一

円

設

と

し

て

着

実

な

歩

み

を

続

け

て

に

内

閣

総

理

大

臣

か

ら

表

彰

状

と

記

念

品

が

周

現

在

に

い

た

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

贈

ら

れ

ま

し

た

。

却
問
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
重
度

O
指
導
員
佐
々
山
和
子
(
中
村
)

棟
を
場
築
し
翌
年
に
は
七
十
人
の

O
調
査
員
松
岡
久
美
夫
(
柳
沢
)

定

員

の

施

設

と

な

り

ま

し

た

。

ニ

ク

松

尾

善

作

(

大

洲

)

V
熊
本
県
八
代
郡
竜
北
町
の
生
ま
れ
で
す
。
め
て
い
ま
す
。
よ
く
働
い
て
く
れ
ま
す
の
で
、

八
代
市
と
熊
本
市
の
中
間
に
あ
る
町
で
す
。
別
に
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。

両
親
は
今
、
隣
町
の
小
川
町
に
住
ん
で
い
ま

V
最
初
に
大
洲
を
見
た
時
は
、
山
が
多
い
と

す

。

こ

ろ

だ

な

と

思

い

ま

し

た

。

冬

の

問

、

霧

が

V
高
校
を
卒
業
し
、
広
島
市
で
就
職
し
て
主
い
つ
ま
で
も
あ
る
の
は
、
困
り
ま
す
ね
。

人
と
知
り
あ
い
、
五
十
年
の
十
一
月
に
大
洲

V
二
年
間
、
里
帰
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

で
結
婚
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
恋
愛
結
婚
今
年
の
夏
は
み
ん
な
で
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い

で
す
。
現
在
は
、
主
人
と
二
人
の
子
供
、
洋
ま
す
。

一
(
五
歳
)
、
博
文
(
二
歳
)
の
四
人
暮
し
で

V
今
は
、
仕
事
(
大
洲
縫
製
)
に
出
で
働
く

す
。
も
う
一
人
女
の
子
が
欲
し
い
で
す
ね
。
時
が
一
番
充
実
し
て
い
る
時
間
で
す
。
職
場

V
主
人
(
泰
志
さ
ん
)
は
、
村
上
工
業
に
勤
の
雰
囲
気
も
い
い
で
す
し
。

自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

② 

今
年
は
里
帰
り
が

し
た
い
で
す
ね
:
:
:
:
・

稲積

山田はるみさん (26歳)

品仙川

二人のお子さんと

新
刊
図
書
案
内

聖

書

の

天

地

犬

養

道

子

著

炎

の

誓

い

日

蓮

南

敏

雄

著

秘
境
西
域
八
年
の
潜
行
全
3
巻
西
川
三
二
著

わ

が

夫

新

田

次

郎

藤

原

で

い

著

愛

の

歳

時

記

嶋

岡

曇

古

い

く

た

び

の

春

入

江

相

政

著

日
本
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
樋
口
清
之
著

小

さ

く

な

る

親

申

中

田

孫

一

著

自

分

主

義

羽

仁

進

著

青
い
鳥
の
う
た
へ
レ
ン
・
ケ
ラ
!
と
日
本
|

岩
崎
英
行
著

と
も
に
生
き
る
日
本
放
送
出
版
協
会

墨

の

話

榊

英

山

著

文

章

術

多

国

道

太

郎

著

古

典

再

入

門

円

地

文

子

著

日
本
の
島
々
、
昔
と
今
有
吉
佐
和
子
著

空

白

の

五

分

間

三

輪

和

雄

著

戒

巌

令

の

夜

上

・

下

五

木

寛

之

著

お
ん
な
太
閤
記
上
橋
田
幸
町
賀
子
著

昔

昏

記

真

野

さ

よ

著

虹

の

翼

吉

村

昭

著

春

の

道

標

黒

井

千

次

著

人
間
万
事
奏
翁
が
丙
午
青
島
幸
夫
著

冬

の

川

三

好

京

三

著

海

嶺

上

・

下

三

浦

綾

子

著

王
国
へ
の
道
山
田
長
攻
遠
藤
周
作
著

愛

の

影

は

長

く

芹

沢

光

治

良

著

戦

仕

度

の

日

々

宮

城

ま

り

子

著

大
人
の
し
つ
け
紳
土
の
や
せ
が
ま
ん
高
橋
義
孝
著

子
ど
も
の
こ
ろ
戦
争
が
あ
っ
たあ
か
ね
書
房
編

図

書

館



おおず広報

題富襲警護滋遜渓緩露蕗後急成ん

うがい富缶障出発

5月12日に μ うかい観光訪問宣伝隊第一障が市

役所前で出発式を行い、香川県や東予方面に出発

しました。

宣伝隊は、冷夏・長雨で不振だった昨年の分を

取り返そうと、各地の旅館、官公庁、大手企業、

観光業者を訪問しで Jμ1〆孔オ水t郷大羽抄訓洲'1刊11のう 7カかうか、いにどうそぞぞ、や、

とPRを 2泊 3日でで、行しいミました。 20日には中予方

面に第二障が、 23日には南予方面に第三際が出発

し、観光大洲の名を広めました。

よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

新就職者激励大会
5月 9日に、中央公民館において、今年社会人となっ

たフレ yシュマンを励ます「新就職者激励大会」が行わ

れました。

今年、市内の企業や官公庁に就職したのは、全部で

223人です。会には、新就職者など80名が出席し行われ

近沼市長、谷本商工会議所会頭、小泉議長らの激励の言

葉のあと、西川寿さん、笹田加奈江きんが社会人となっ
た決意を述べました。

(7) 

し
よ
う
ぶ
ま
つ
り

六
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
新
谷
町
の
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
約
五
千
株
の
し
よ
う
ぶ
が
端
正
な
姿
で
咲
き
競
い
、
訪
れ
た
見
物
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
初
夏
の
訪
れ
を
つ
げ
る
花
H

し
よ
う
ぶ
H

の
見
頃
は

七
日
、
八
日
で
、
両
日
は
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

鴫
殉

哨
糾
い
wm 

認
ノ
田
富
町
富

メ
お
霞

カ
ス
藍
拘
冨

一フ
第
包
囲

同
和
教
青
研
究
協
議
会
総
会

五
月
十
八
日
、
大
洲
市
立
隣
保
館
に
お
い

て
、
第
十
二
回
大
洲
市
同
和
教
育
研
究
協
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
六
年
度
の
事
業
活
動
方
針
芝
し
て
、

H

あ
た
た
か
い
同
和
教
育
の
展
開
ω

を
重
点

目
標
と
し
て
、
市
民
の
す
べ
て
が
取
り
組
む

よ
う
に
推
進
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

冷
却
々
一
4
3

、3

" 
f、

叫主

昭
和
路
年
初
織

国
家
公
務
員
(
税
務
)

事
集

次
の
よ
う
に
「
昭
和
五
十
六
年
度
国
家
公

務
員
採
用
試
験
(
税
務
)
L

の
受
験
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

(
受
験
資
格
〉
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
の
聞
に
生
ま
れ

た
者
。
今
年
か
ら
女
子
も
受
験
で
き
ま
す
。

〈
申
込
受
付
期
間
)

7
月
8
日
i
口
日

(
申
込
用
紙
請
求
先
お
よ
び
申
込
先
)

〒
制
高
松
市
松
島
町
一
丁
目
打

l
お

人
事
院
四
国
事
務
局

※
申
込
用
紙
は
、
大
洲
税
務
署
に
も
若
干
の

備
付
が
あ
り
ま
す
。

(
日
程
表
な
ど
)

O
第
一
次
試
験
日
月
4
日
(
日
)

教
養
試
験
、
適
正
試
験
、
作
文

詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
所
に
お
問
い
合
せ

く
、
だ
さ
い
。
含
④
3
1
1
5

夏
休
み
に
な
り
ま
す

子
供
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

五月末までの

大洲市内の交通事散

5月末 昨年
現在 同期

件数 74 87 

負傷者 96 97 

死者 o 3 



保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

(8) 

盆

ー
し
七
M

目
ぃ

李
主
l
J

健

診

トコ

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 7月8B 10時~16時

7月20日。

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

とき 7 月 20 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 7 月 1 臼 13時~16時

7月10日ク

7月27日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 7月22日 10日寺~15時

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電話で、

合④3794(玉木)
砂税務相談

と き 7月，16日 10時~15日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 高松国税局税務相談室

砂不動産相談

とき 7 月 15日吉時~16時

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(附フヂエダ内)

砂父子家庭相談

とき 7 月 26 日 10時~15時

ところ 大洲市中央公民館

担当父子相談員ほか

対象者 18歳未満の児童をもっ
父子家庭

相談事項父子家庭における

①児童の養育、教育について

②家事に関して

③人間関係について

笹近隣社会について

⑤福祉について

などです。

おおず

実

施

日

該

当

者

7
月
7
日
(
火
)
昭
和
田
年
3
月
生

7
月
9
日
(
木
)
昭
和
日
年
ロ
月
生

7
月
H
日
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
月
生

7
月
幻
自
(
火
)
昭
和
田
年
7
月
生

7
月
舘
日
(
火
)
昭
和
臼
年
6
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み
で
す
。

受
付
時
間
日
時
却
分
i
H時

実
施
場
所
大
淵
市
保
健
セ
ン
タ
ー

広報せ

胃
の
集
団
検
診

矢口

が
ん
検
診
車
H

あ
お
ぞ
ら
ロ
グ
に
よ
る
胃

集
団
検
診
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期
日
と
実
施
場
所

7
月
日
日
(
水
)

7
月
間
日
(
木
)

7
月
口
日
(
金
)

7
月
四
日
(
士
)

おせ

大大
iJ'i'I 討刊
市市
1:*民
健会
セ館
ン

タ

』つ

タ，

矢口:f:，' せLコ矢口わ

合
④
3
ワ
ワ
5

ヨ
寺
1
0土
寸

O
¥ワ

i
日

1
E
3ノフ

※ 

受
付
時
間

対
象
者
満
お
歳
以
上
の
か
た
、
た
だ
し
次
の
か
た

は
除
き
ま
す
。

・
妊
娠
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
な
か
た
(
放

射
線
障
害
防
止
の
た
め
)

-
田
円
の
切
除
術
を
受
け
て
い
る
か
た
。

検
診
料
九
百
円
。

※※  

婦
人
集
団
検
診

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

な
ど
)

期
日
の
実
施
場
所

7
月
1
日
(
水
)

7
月
3
日
(
金
)

7
月
U
日
(
月
)

7
月
白
日
(
火
)

検
診
内
容

-
子
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)
一
三
十
歳
以

・
乳
が
ん
検
診
(
二
百
円
)
一
上
の
婦
人

・
貧
血
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
(
無
料
)

十
八
歳
以
上
の
婦
人

受
付
時
間
日
時
1
H時

菅柳新
田沢谷
連連連
系告系各 車各
戸斤戸斤 戸斤

夏
は
H

血
液
ピ
ン
チ
H

「
霊
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

現
代
の
科
学
の
粋
を
も
っ
て
し
で
も
、
血

液
は
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
実
こ
そ
「
献
血
L
l
l愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
の
精
神
で
す
。
七
月
は
「
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

輸
血
用
の
血
液
が
必
要
な
の
は
、
と
く
に

七
月
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

例
年
、
夏
場
は
一
年
の
う
ち
で
最
も
血
液
が

不
足
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

に
u

夏
休
み
N

は
あ
り
ま
せ
ん
。

献
血
で
心
と
心
の
通
い
合
い
|
|
あ
な
た

の
血
液
が
、
病
人
の
心
に
生
命
の
灯
を
と
も

し
ま
す
。
献
血
に
ご
協
力
を
。

7
月

5
日

7
月
ロ
日

7
月
四
日

7
月
初
日

8
月
2
日

大
洲
中
央
病
院
合
④
4
5
5
1

ij 

今

。

。

イシ

ク

v々
y
J
V

お

く

り

も

の

汽

ま
ご
こ
ろ
の

金
一
封

金
一
封

山

内

貞

子

森
本
満
春

芝
田
次
男

金

一

封

稲

積

上

甲

武

一

金
一
封
(
寄
付
金
)
中
村
坂
井
鬼
子
夫

(
雷
疋
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

亀

岡

平

八

郎

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
後
藤
松
雄

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
和
田
仲
ヨ
リ
エ

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
学
園
へ
)

長

浜

町

谷

淵

ミ

ヤ

子

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
(
と
み
す
寮
へ
)

平

野

町

蔵

回

オ

ス

ヱ

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
奏
E

黒大

木抄i'I

口
座
振
替
を

見

ご

利

用

"auc く
だ
さ
い
。

上
水
道
の
使
用
料
の
わ
支
払
い
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
水
道
課
、
取
り
扱
い
金
融

機
関
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

取
扱
い
金
融
機
関
l
伊
予
銀
行
、
恐
農

相
互
銀
行
、
香
川
相
互
銀
行
、
東
邦
相
互
銀

行
、
恐
嘉
信
用
金
庫
、
大
洲
市
農
協

休 漏水修理の日
合者業当番目

5← o 300 所工ま兵塚大7月5日

後

4-3656 

5-4107 
4-3674 
3-3004 
4-2412 

5-2944 

奥田水道商会

所

社

岡福水道工事底

工

業

ま兵

電

回

戸

ネ申

城

7月12日

7月19日

7月26日

8月2日

「巳==ロ

今
月
は
、
ゴ
ミ
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

て
み
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
出

る
も
の
で
す
が
、
大
量
に
集
ま
る
と
本
当
に

や
っ
か
い
な
も
の
で
す
。
も
う
一
度
、
日
々

の
宇
活
を
ふ
り
返
っ
て
ム
ダ
は
な
い
か
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

Y 


	8p用

